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＜２＞新規産業開発研究 
＜２－ｂ＞地域産業育成探索／実証研究（地域負担関連研究） 
 小テーマ：農業③半導体単色発光素子を利用した植物形態形成制御システムの開発（13 年度で終了）

 テーマリーダー：浜松ホトニクス株式会社中央研究所 主任部員 土屋広司 
  研究従事者 ：浜松ホトニクス株式会社中央研究所      秋草 文 

研究の概要、新規性及び目標 

  ①研究の概要 

 近年、技術開発が目覚ましい半導体レーザー（LD）、LED 等の狭波長域の光を発する単色発光素
子を植物栽培用光源として用い、植物の花芽形成、側枝、分枝形成、その他形態面における反応
を調査し、波長域ごとの光形態形成効果を明らかにする。 

また、これらの発光素子を光源として利用した栽培システムを構築する。 
  ②研究の独自性・新規性 

当社が開発した高出力・高輝度 LD を主光源として、従来の光源では実現できなかった光強度

および光質による栽培実験を行い、植物の生育制御に役立つ（花芽形成等）光条件について明ら

かにする。 
  ③研究の目標（13年度で終了） 

本研究は作物の生育制御において生育調節剤や暖房、低寿命高電力消費の電球等の利用を少な

くし、気象による好不作の波がない植物形態形成制御システムの基礎技術を開発することを目標

とした。 
１．形態形成に及ぼす単色補光の影響 

単色発光素子のみで栽培した植物体の、補光後自然光下での生育に及ぼす影響について調
査する。 

２．単色光補光による形態形成制御 
生育促進苗および、花芽分化抑制苗の育苗技術開発の検討を行う。 

研究の進め方及び進捗状況 

１．形態形成に及ぼす単色補光の影響 
光合成に有効とされる赤色LD光を主光源として用い、明期補光光源に各色LEDを組み合せた結果、

多くの植物において青色や赤～遠赤色の波長が、花芽分化促進や形態改善に効果があることが明ら

かとなり、赤色LD光を主光源とし、各色LEDで明期補光栽培した苗の、補光栽培後自然光下での生育

について調査した結果、補光の効果は自然光でも持続することが明らかになった。 

 

２．単色光による形態形成制御 

１.で得られた知見を元に、花や野菜苗生産において、育苗段階で花芽分化時期を制御可能か検討

した結果、促進・抑制制御の可能性が明らかとなった。また、花苗の栽培期間の短縮を目的とした

花芽分化および主茎伸長の促進技術、葉菜類苗の高品質確保を目的とした主茎伸長抑制技術を見出

した。 

 

主な成果 

  具体的な成果内容： 

花芽分化および形態面等の光形態形成を左右する光波長域と照射時期を明らかにした事で、

光による高品質・付加価値苗の周年安定生産技術開発の可能性を見出した。 
  特許件数：        論文数：1     口頭発表件数：0  

研究成果に関する評価 

  １ 国内外における水準との対比 

 光波長の植物生育への影響の解明手段として、単色発光が可能なLEDを光源とした研究が世

界的に注目されている。しかし、レーザーの性質をもつLDを用いた栽培に関する研究報告は少

ない。LDは、LEDよりも、出力、電力-光変換効率および単波長性等の点で優れるため、今後L

Dの利用により、更に、植物と光の関係が明らかにされていく事が期待される。 

  ２ 実用化に向けた波及効果 

赤色LDを主光源として、青及び遠赤色補光を行えば、多種の植物の効率的な栽培が可能であ

ることから、LDを用いた植物生産システムの製品化が実現できる。これにより、従来の光源に

比べ、エネルギー的に高効率な農作物生産が可能となり、作物の量的・価格的安定が期待され

る。 
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残された課題と対応方針について 

本成果の普及を推進するには、安価で使いやすい装置の製品化、花成制御法のマニュアル化等

が必要である。光質以外にも、光の強度、照射時間、照射時期等の制御手段に関するデータを蓄

積し、更に効率よく作物が栽培可能な制御方法を検討する必要がある。 

ＪＳＴ負担分（千円） 地域負担分（千円）  
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合 計

人件費        4,450 1,687   6,137 6,137

設備費        0 0   0 0

その他研究費

（消耗品費、

材料費等） 

       

2,189 1,252
  

 

3,441 3,441

旅費           

その他        300 35   335 335

小  計        6,939 2,974   9,913 9,913

代表的な設備名と仕様［既存（事業開始前）の設備含む］ 

  ＪＳＴ負担による設備：なし 

  地域負担による設備：植物栽培用レーザー光源 

 


